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新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 14 展開方向 1

予算区分 一般会計

スポーツセンター運営事業

令和２年度以降

款 0510 中大

～

教育委員会事務局

まなび創造館

担当部

担当課

10　教育費

〇

事業番号

実施計画事業

実施計画事業以外の事業

令和元年度 事務事業評価シート

0 0

54,490

項目 Ｈ27 Ｈ29
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項 05 目 01

100.0
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Ｈ30

3,743 3,743 3,743
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◆30年度の活動内容
 開館日を346日とし、親子ビクス教室・親子わくわく体操教室など10種16講座延べ150回開催。また、スタジオプログラム週
30本、デーテニス教室は週18本とし、健康セミナー2講座・スポットレッスン3講座開催する。さらに、トレーニングジムにおい
ては、希望者に体力測定を行った。
また、スポーツ施設維持管理とスポーツ器具等の整備に努めた。
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1．事業の概要
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４．総合評価

千円 節 節事務事業評価による額

市民が生涯を通じて心身ともに健康ですごすため体力づくりの推進を図り、市民が運動を始める
きっかけ作りを目指すことを目的に、スポーツ施設維持管理とスポーツ器具等の整備に努め、事業
を維持して実施する。
また、スポーツ教室は、開催時期、内容を精査して実施していく。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

市民が生涯を通じて心身ともに健康ですごすための体力づくりや、運動を始めるきっかけ作りとなる
ように事業を実施した。
「講座受講者数」は目標値を下回った。受講者のニーズ（開催時期、内容）をアンケートの結果から
分析することで改善を行う。
「講座申込率」「スポーツセンターの年間利用者数」は増加し目標値を上回った。日本人のテニスや
卓球、バドミントン選手の世界での活躍や東京オリンピック開催に向けてスポーツ人気が考えられ
る。
令和元年度は、周知方法という課題を解決するために、広報やチラシによる募集だけでなく、ホー
ムページやフェイスブックなど、ＳＮＳを有効活用する。様々な世代の人が申し込みやすいように、往
復はがきによる申し込みだけでなく、ホームページの申し込みメール、ファクスでの申し込みの実施
する。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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